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　昨年12月から本年1月中旬まで降り続いた雪は、
お年寄りの方でも記憶にないという 50年いや 100
年に 1度という大豪雪となりました。1ヶ月以上毎
日降り続く雪はまさに「白魔」の形容そのもので、市
民の皆さんの生活も雪との闘いの連続ではなかった
でしょうか。
　そのような中、市では自衛隊の派遣要請を行い 1
月 7日から11日までの 5日間自衛隊員延べ 600名
余により要援護者世帯と市道の緊急危険排除の除排
雪作業にあたってもらいました。一人暮らしのおばあ
さんが自衛隊員による除排雪をしていただいている
中で、涙を流して感謝の言葉を述べられていた姿が
大変印象的でした。
　ただ、自衛隊の活動範囲は限られた場所であった
ため、それ以外の弱者世帯等の雪下ろしは民生委員
さんや区長さんを中心にした地域の力で何とか乗り
切っていただきました。そのほか道路除雪等いろいろ
大変なことが多かったことと思いますが、互助・共助
の精神をしっかりと持ち続けていただき、雪を克服す
る雪国飯山市の素晴らしさと力強さを再認識した次
第です。
　豪雪による被害は、2月 5日現在人的被害では死
亡 3名、負傷 33名、住居被害では全壊が 3棟、一
部損壊が21棟に及ぶなど多方面で大変な被害を受け
ています。被災されました皆様には心よりお見舞申し
上げます。
　まだ 2月はじめで今後の降雪も心配されますが、
今回の豪雪を「助け合い・支え合い」の中で何とか
乗り切っていただいてきている市民の皆様方に心か
ら感謝したいと思います。また、700 名を超える県
内外からのボランティアの皆さんや多方面にわたり
豪雪支援をいただいた方々に衷心より御礼申し上げ
ます。
　このような豪雪の中ですが、市内スキー場はまず
まずの入り込み客を確保するなど健闘しておりほっ
としています。また、開催が危惧されておりました第
24回いいやま雪まつりも若い実行委員会の皆さんの
熱意で「がんばろう！いいやま」をテーマに開催する
こととなり準備が進んでおります。大変な豪雪の中で
すが、雪と親しみ、雪を楽しむいいやまを是非全国
に向けて情報発信していければと考えています。

第21 回　 克雪と親雪

木内市長から
時の話題
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深
圳
外
国
語
学
校
が
市
長
を
表
敬
訪
問

ま
し
た
。

　

日
本
へ
の
修
学
旅
行
の
一
環

で
飯
山
市
を
訪
れ
た
一
行
は
、

市
役
所
で
歓
迎
を
受
け
た
後
、

第
一
中
学
校
で
一
中
生
徒
と
一

緒
に
英
語
の
授
業
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
市
内
ス
キ
ー
場
で

は
ス
キ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
後
、３
月
22
～
25
日
に
は
、

今
度
は
一
中
生
徒
20
人
が
深
圳

市
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

日
中
双
方
の
若
い
世
代
の
交
流

が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

第
一
中
学
校
と
交
流
し
て
い

る
中
国
深
圳
市
の
深
圳
外
国
語

学
校
の
生
徒
ら
30
人
が
１
月
23

日
、
木
内
市
長
を
表
敬
訪
問
し

△湯副校長と握手を交わす。

　

北
陸
新
幹
線
（
長
野
～
富
山

間
）
約
１
７
０
㎞
。
平
成
26
年

度
末
の
新
幹
線
飯
山
駅
完
成
を

目
指
し
、
市
内
で
は
現
在
、
主

に
飯
山
ト
ン
ネ
ル
（
上
越
市
～

飯
山
市
を
結
ぶ
全
長
約
22
・
２

㎞
）
の
掘
削
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
１
月
現
在
で
、
飯

山
ト
ン
ネ
ル
の
99
％
に
あ
た
る

約
20
㎞
が
掘
削
完
了
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
飯
山

市
側
で
は
、
上
倉
区
地
籍
の
西

回
り
線
付
近
坑
口
工
事
も
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
工
事

と
し
て
は
、
主
に

上
倉
区
側
の
明
か

り
部
分
の
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
工

事
区
間
は
、
飯
山

市
側
の
ト
ン
ネ
ル

坑
口
か
ら
長
峰
ト

ン
ネ
ル
ま
で
の
間

の
延
長
約
４
２
０

ｍ
部
分
。
平
成
20
年
頃
に
か
け

て
、
主
に
県
道
飯
山
斑
尾
線
交

差
部
お
よ
び
長
峰
ト
ン
ネ
ル
の

掘
削
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
飯
山
ト
ン
ネ
ル
に
お

い
て
も
、
残
り
約
１
２
０
ｍ
の

掘
削
工
事
を
進
め
、
本
年
秋
頃

の
掘
削
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
た
に
着
手
す
る
上
倉
区
側

に
お
い
て
は
、
今
後
、
地
元
の

皆
さ
ん
に
説
明
を
行
う
と
同
時

に
、
関
係
者
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
得
な
が
ら
工
事
の
進
ち
ょ

く
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

北陸新幹線の建設状況
新 幹 線 情 報

新幹線飯山駅周辺位置図

飯山トンネル

長峯トンネル 新幹線飯山駅

菜の花大橋

綱切橋

千曲川

国
道
１
１
７
号

飯山線
飯山駅

中央橋

北飯山駅

飯山赤十字病院

H18～ 20施工予定
約420ｍ

△上倉地区内の西回り線付近トン
ネル盛土工事状況…保護盛土で覆
う形で軌道敷を建設。下方の西回り
線坑口から飯山トンネルへ通じる。
　現地は、左の地図上でⒶと表示
された場所。「→」は撮影方向。

Ⓐ

保護盛土部

上越方面

長野方面

み
ゆ
き
野
吹
奏
楽
団

大
阪
市
城
東
区
の
演
奏
会
に
参
加

　

飯
山
市
と
ス
ポ
ー
ツ
姉
妹
都

市
提
携
を
結
ぶ
大
阪
市
。３
月

26
日
に
大
阪
市
城
東
区
で
開
か

れ
る「
区
民
吹
奏
楽
フェス
ティ
バ

ル
」に
、み
ゆ
き
野
吹
奏
楽
団
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

文
化
面
で
の
交
流
も
し
た
い
と
す

る
城
東
区
側
の
呼
び
か
け
に
関

係
者
が
応
え
て
実
現
す
る
も
の
。

　

飯
山
市
側
か
ら
は
、み
ゆ
き

野
吹
奏
楽
団
の
25
人
と
、
飯
山

北
高
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
20
人

で
編
成
す
る
楽
団
が
ゲ
ス
ト
と
し

て
２
曲
演
奏
し
、
最
後
に
城
東

区
の
吹
奏
楽
団
と
合
同
で
演
奏

す
る
こ
と
に
な
ってい
ま
す
。城
東

区
側
の
参
加
者
は
、そ
れ
ぞ
れ
全

国
大
会
に
出
場
す
る
ほ
ど
の
実

力
を
持
つ
区
内
の
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

会
場
は
、森
ノ
宮
ピロ
ティ
ホ
ー

ルで
、時
間
は
13
時
か
ら
で
す
。

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
今

年
６
月
ま
で
に
一
般
の
住
宅
に

も
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

㈶
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
住
宅
用
火
災
警

報
器
相
談
室
」
を
開
設
し
、
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　
月
曜
～
金
曜
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝
祭
日

は
除
く
）

電
話
番
号　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
（
５
６
５
）
９
１
１

西
回
り
線

至
斑
尾

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

市
役
所

至上越

至長野


